
 

 

 

 

 

 

 

 

 Ｈｅｘａｇｏｎａｌ材料の配向を評価する 
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概要 

 配向評価法の測定として、試料表面と平行な面を測定するプロファイル測定とあらゆる面を測定する 

   極点測定があります。解析方法ではプロファイル測定から逆極点とロットゲーリング法、極点測定から 

   配向度関数、ＯＤＦ解析があります。本資料では、Ｔｉ箔を用いて評価法の比較評価を行います。 

 

測定材料 

 ２０μｍのＴｉ箔 

 

プロファイル測定 

 Ｃｕ管球 ４０ｋＶ－５０ｍＡ DS=1/2deg，SS=1deg. RS=0.3mm 

 測定範囲 10deg.――＞90deg. 0.01deg.間隔 スピード 5deg.min. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



極点図測定 

 Ｃｕ管球 ４０ｋＶ－５０ｍＡ DS=1/2deg.  SS,RS=６ｍｍ 

 測定α軸 １５度から９０度 step=5deg. Speed180deg./min. 

 {002}      {100} 

  

 {101}      {112} 

  

 

 極点図から試料の表面に平行な面は｛１１２｝であることが分かる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



プロファイル処理 

 逆極点や、ロットゲーリング法では、連続プロファイルを指数毎の分割データとすると都合が良い 

   ProfiletoDevisionProfileソフトウエアを使う事で実現出来ます。 

  

  

 この分割データから InverseAllソフトウエアで逆極点、Lotgering計算が行われる。 

逆極点で計算(InverseAll) 

  

Lotgering methodで計算(InverseAll) 

  

 逆極点でｒａｎｄｏｍは１．０、最大値は、ｒａｎｄｏｍの倍率なので決まらない。 

 （１００）と（２００）は本来同じ値になるはずだが、平均値を求める。 

  

 Lｏｔｇｅｒｉｎｇ法では、ｒａｎｄｏｍは０．０、最大値は、１．０で、ｒａｎｄｏｍ以下は 

 マイナスになる。 

 上記では（１００）と（２００）があるが、評価は（１００）＋（２００）で行う。 

 どちらも、測定出来る反射面の情報に限られます。 



極点図処理(LaboTex) 

 あらゆる方位を計算する場合ＯＤＦ解析が望ましい。 

  

 ＬａｂｏＴｅｘの VolimeFraction 計算結果 

  

 

試料面と圧延方向に対する結晶方位の定量が可能になり、その広がりも計算も計算されます。 

 

 

 

 



ＯＤＦ解析結果から配向度関数も計算されます。(LaboTex) 

 

 


